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Effects of Cement Stabilization of Clayey Soil Containing Magnesium Salts
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セメントࢆΰྜࡓࡋ地盤の強度発現にࠎ✀ࡣの要ᅉが関ಀࡋておࡾ，粘土㖔物ࡸ間隙水

の性質によࡗてࡣⴭࡋく強度発現が㜼ᐖࢀࡉるሙྜが࠶る㸬ᮏ研究࡛ࡣ，海ᡂ粘土の改良

ຠᯝに及ぼすマグネシウムሷの影響について基礎的࡞検討ࢆ実施するࡵࡓ，ᬑ㏻࣏ルトラ

ンࢻセメント，㧗⅔セメント B ✀の 2 ✀のセメント࡛固化処理ࡓࡋ粘性土に対ࡋて一軸

圧縮ヨ㦂と pH ヨ㦂ࢆ実施ࡓࡋ㸬ࡑの⤖ᯝ，土中のマグネシウムሷの⃰度がቑຍするとセ

メント処理土の pH がపୗࡋて，一軸圧縮強ࡉがῶᑡするഴྥが♧ࡓࢀࡉ㸬ࡋࡋ，固化

材に㧗⅔セメント B 㸬ࡓࢀࡉㄆ☜ࡶのࡶ強度ቑຍするࡣース࡛ࢣሙྜ，一㒊のࡓ用いࢆ✀

ࡉセメント安定処理，海ᡂ粘土，マグネシウムሷ，一軸圧縮強：ࢻー࣡ー࢟

（IGC：D-10�

1㸬ࡵࡌࡣ 

 ㌾ᙅ࡞地盤がᗈくศᕸするᡃがᅜにおいて，▼灰ࡸセ

メント࡞の固化材ࢆ用いࡓ固化処理工法ࡣከくの地盤

改良工に✚ᴟ的にᑟධࢀࡉている㸬セメントࢆ土にΰ

ྜすると，ྵ水ẚのపୗࡸ団⢏化࡞の物性の改ၿにຍ

て㛗ᮇࡗラン反応によࢰ࣏て，セメントの水硬化と࠼

的に強度がቑ㐍する㸬セメント処理土の強度ࡸ⪏ஂ性ࡣ，

ルシウム水物࢝イ酸ࢣるࢀࡉて生ᡂࡗの反応によࡇ

(C-S-H)➼の水生ᡂ物に大ࡁくᕥྑࢀࡉる 1)㸬ࡓࡲ，セ

メント処理によࡗてᚓࢀࡽる改良ຠᯝࡣ対㇟地盤の土質

➼によࡗて大ࡁく␗࡞るࡇとࢀࡽ▱ࡶている㸬ࡤ࠼，

火山灰質粘性土にከくྵࢀࡲるアロフェンの影響につい

て報࿌ࢀࡉている 2)㸬アロフェンࡣ㝧イ࢜ンᐜ㔞

(CEC)が㠀ᖖに大ࡁくCa2+ࢆከ㔞にྲྀࡾ㎸ࡴ性質ࢆᣢつ㸬

，ࢀࡉくᢚไࡋて，固化材ᮏ᮶の水反応がⴭࡗによࢀࡑ

セメント水物が༑ศに生ᡂࡎࢀࡉ強度発現が㜼ᐖࢀࡉ

る㸬ࢀࡑ，ࡓࡲ௨እにࡶフ࣑ン酸ࡸフル࣎酸に௦表ࢀࡉ

る⭉᳜酸による影響ࡤ࠼ 3)について࡛ࡲࢀࡇࡶに㆟ㄽࡉ

間隙水の，ࡣている㸬⭉᳜酸ࢀ pH のపୗࢆᣍࡁ，水反

応の体と࡞る Ca(OH)2 と反応ࡋて不溶性の物質ࢆ生ᡂ

する㸬ࡑのࡵࡓ，セメント水物がከくᚓࡎࢀࡽ強度ప

ୗが生ࡌる㸬

 一᪉࡛，㏆年セメントとẚࡋてప pH ᇦ࡛土ࢆ固化す

るࡇとが࡛ࡁ シࡸフッ⣲➼の⮬↛⏤᮶㔜㔠ᒓࡸ⣲ࣄ，(4

アンࡸභ౯クロム➼ࡴྵࢆ」ྜởᰁ土ተに対するඃࡓࢀ

不溶化ຠᯝ 生ែ系への㓄៖↛⮬ࡸ(5 6)がᮇᚅ࡛ࡁる酸化

マグネシウム (MgO)ࢆཎ料とࡓࡋ地盤改良用固化材

(Mg 系固化材)の㛤発が㐍ࢀࡽࡵている㸬࡞ࡋࡋがࡽ，

Ἀ✚粘土のよ࡞࠺㌾ᙅ地盤ࢆ対㇟とࡓࡋとࡁ，セメント

にẚて改良ຠᯝがᮇᚅ࡛࡞ࡁいሙྜࡶ☜ㄆࢀࡉておࡾ

4)，Mg 系固化材と▼灰・セメント系固化材ేࢆ用する技

術㛤発ࡶ検討ࢀࡉているが，ࡇのとࡁ強度発現がⴭࡋく

ᢚไࢀࡉるሙྜがᣦࢀࡉている 7)㸬ࡽࡉに，セメント

処理土ࡣ海水と᥋ゐすると，処理土中の Ca(OH)2 と海水

中のマグネシウム(Mg)ሷが式(1), (2)の反応ࢆ㉳ࡇす 8)㸬

MgCl2 㸩 Ca(OH)2 → Mg(OH)2 㸩 CaCl2   (1) 

MgSO4 㸩 Ca(OH)2 → Mg(OH)2 㸩 CaSO4・2H2O (2) 

不溶ゎ性の水酸化マグネシウム(Mg(OH)2)の，ࡣの反応ࡇ
生ᡂによࡗて pH がపୗするととࡶに，Ca(OH)2 が形ែࢆ

ኚ࠼るࡇとࢆ♧すࡶの࡛࠶る㸬ࡓࡋがࡗて，海ᡂ粘土の

よ࠺に間隙水に Mg ሷがྵࢀࡲるሙྜ，アロフェンࡸ⭉

᳜酸とྠᵝにセメント処理工法による改良ຠᯝࢆ㜼ᐖす

るྍ⬟性が࠶る㸬

 ௨ୖの⫼ᬒࡽᮏ研究࡛ࡣ，海ᡂ粘土の強度特性に及

ぼす Mg ሷの影響に関する基礎的࡞検討ࢆ実施するࡵࡓ，

Mg ⃰度ࢆኚ化ࡓࡏࡉ粘性土ࢆẕ材とするセメント処理

土に対ࡋて一軸圧縮ヨ㦂と pH ヨ㦂ࢆ実施ࡓࡋ㸬ᚓࢀࡽ

Mg，ࡾᯝよ⤖ࡓ ሷྵࢆ有する海ᡂ粘土のセメントΰྜ

による改良ຠᯝについて考察ࡓࡋ㸬

2㸬ᐇ㦂ᴫせ 

2�1 ౪ヨయస〇᪉ἲ 

2�1�1 ᐇ㦂ࡓ࠸⏝ᮦᩱ 

ヨ料土に࢜࢝，ࡣリン粘土ࢆ用いࡓ㸬ヨ料土の物理的

性質およࡧ⢏ᚄຍ✚᭤⥺�1⾲ࢆ㸪ᅗ�1 に♧す㸬ࡇの⢏ᚄ

ຍ✚᭤⥺ࡣ微⢏子ࢆศᩓ፹にศᩓࡏࡉて⢏ᚄが 定࡛ࡁ

るࣞーࢨー回ᢡ⢏度ศᕸ 定⨨(HORIBA LA-300)ࢆ用

いてồࡓࡵ㸬固化材にࡣᬑ㏻࣏ルトランࢻセメント(OPC) 

㸫 9� 㸫
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⾲�1 ヨ料土の物理的性質

ᅵ⢏Ꮚࡢᐦᗘ ȡV �J�FP��� �����
ᾮᛶ㝈⏺ w/ ���� �����
ረᛶ㝈⏺ wS ���� �����

ᅗ�1 ヨ料土の⢏ᚄຍ✚᭤⥺

と㧗⅔セメント B ✀(BB)ࢆ用いࡓ㸬

海水にࡣ，ሷ化マグネシウム(MgCl2)と◲酸マグネシウ

ム(MgSO4)の 2 ✀の Mg ሷがྵࢀࡲている 9)㸬ࡣࡽࢀࡇ海

水中࡛およࡑ 7:3 のྜ࡛ྵࢀࡲておࡾ，式(1), (2) に♧

すよ࠺にࡌྠࡶࡽࡕẚ⋡࡛処理土中の Ca(OH)2 と反応

ࡣᮏ研究࡛，࡛ࡇࡑる㸬ࡌ反応が生࡞つྠᵝ，ࡋ MgCl2

と MgSO4 が 7：3 と࡞るよ࠺にሷ化マグネシウム 6 水

物(MgCl2・6H2O)のヨ⸆と◲酸マグネシウム 7 水物

(MgSO4・7H2O)のヨ⸆ࢆブࣞンࡓࡋࢻΰྜヨ⸆(௨ୗ Mg
ヨ⸆)ࢆ用ࡋてヨ料土の Mg ሷの⃰度ࢆㄪᩚࡓࡋ㸬

OPC, BB の୧固化材にྵࢀࡲる酸化࢝ルシウム(CaO)
式，ࡋ土中の水と反応ࡣ (3)に♧すᾘ化反応によࡗて

Ca(OH)2 が生ᡂࢀࡉる㸬

CaO 㸩 H2O → Ca(OH)2 㸩 109kJ/mol (3) 

に，Ca(OH)2ࡽࡉ ࡣ Mg ሷと式(1), (2)࡛♧ࡓࡋ化学反応ࢆ

㉳ࡋࡇ，Mg(OH)2 とሷ化࢝ルシウム(CaCl2)ࡋࡶくࡣ◲酸

ルシウム࢝ 2 水物(CaSO4・2H2O)が生ᡂࢀࡉる㸬ࡓࡋが

て，土中のࡗ CaO と MgCl2 およࡧ MgSO4 ࡣ 1 対 1 のẚ

⋡࡛反応する㸬

�2⾲，࡛ࡇࡇ  に♧すᮏ研究࡛用いࡓ固化材(OPC, BB)
の CaO ྵ有⋡と固化材ῧຍ㔞によࡗて，式(4)ࡽ༢体

✚ᙜࡾࡓの CaO の物質㔞 1CaO 出する㸬⟭ࢆ

1000
100/

CaO

CaO
CaO 




0
&1      (4) 

に，1CaOࡇࡇ のࡾࡓ༢体✚ᙜࡣ CaO の物質㔞(mol/m3)，
ࡣ固化材ῧຍ㔞(kg/m3)，&CaO 固化材のࡣ CaO ྵ有⋡(%)，
0CaO ࡣ CaO のࣔルẚ(56.08 g/mol)ࢆ表す㸬

ඛに㏙ࡓよ࠺に，MgCl2 と MgSO4 ࡣ 7：3 のྜ࡛

⾲�2 ྛ固化材の CaO ྵ有⋡

ᅛᮦ &D2 ྵ᭷⋡ C&D2�����
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Ꮡᅾするࡵࡓ，ヨ料土にῧຍする MgCl2 およࡧ MgSO4 の

༢体✚ᙜࡾࡓの物質㔞 1MgCl2, 1MgSO4ࡣ次式よࡾồࡓࡵ㸬
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に，1MgCl2ࡇࡇ のࡾࡓ࠶✚༢体ࡣ MgCl2 の物質㔞

(mol/m3)，1MgSO4 のࡾࡓ༢体✚ᙜࡣ MgSO4 の物質㔞

(mol/m3)，β ࡣ MgCl2 のῧຍ㔞(kg/m3)，γ ࡣ MgSO4 のῧ

ຍ㔞 (kg/m3), 0MgCl2 ࡣ MgCl2 のࣔル質㔞 (95.22g/mol), 
0MgSO4 ࡣ MgSO4 のࣔル質㔞(120.38g/mol)ࢆ表す㸬ヨ料土

の Mg ሷの⃰度ୖࡣグ 1MgCl2と 1MgSO4のに対する 1CaO

のẚ，すࡕࢃ࡞ヨ料土にῧຍする CaO に対する Mg ሷの

ࣔルẚࢆ 0�&と定⩏ࢀࡇ，ࡋが┠ᶆの್と࡞るよ࠺に式

(5), (6)中のとࢆồࡵ，Mg ヨ⸆のῧຍ㔞ࢆỴ定ࡓࡋ㸬

2�1�2 ౪ヨయస〇ᡭ㡰 

౪ヨ体ࢆస〇するとࡁにࡣ，固化材とᆒ一にΰྜする

ᾮ性㝈⏺のࢆにヨ料土のྵ水ẚࡵࡓ 1.5 ಸ(Z=108.0%)に
ㄪᩚࡋて用ࡓࡋ㸬ྵ水ẚのㄪᩚにࡣイ࢜ン水ࢆ用

いࡓ㸬固化材のῧຍ㔞ࡣ，OPC, BB とࡶに 50, 70, 100, 
150kg/m3 とࡣ&�0，ࡋ 0, 5, 10, 20, 50%と࡞るよ࠺にࡓࡋ㸬

 ྵ水ẚㄪᩚ๓のヨ料土に対ࡋて，イ࢜ン水ࢆ用い

て Mg ヨ⸆ࢆῧຍࡑ，ࡋのᚋ固化材ࢆຍ࠼てࢦムへࡽ➼

ー࡛ࢧ࣑࢟イルࢯᚋ，㐟ᫍ㐠ືするࡓࡋ用いてΰྜࢆ 10
ศ間᧠ᢾΰྜࡓࡋ㸬ࡇのとࡁ，᧠ᢾ用のᐜჾとヨ料の᥋

ゐ㠃㏆࡛ΰྜのムラが生࡞ࡌいよ࠺に，1 ศおࡁに࣑

㸬ࡓࡗ⾜ࢆるసᴗࡐΰࡁ࡛➼ࡽへࡽてࡵṆࢆーࢧ࢟

ᚄ┤ࢆのᚋ，ΰྜヨ料ࡑ 50mm，㧗ࡉ 100mm のࣉラスࢳ

ックࣔールࢻに✵Ẽがධ࡞ࡽいよ࠺にタッࣆング࡞ࡋが

にࡵࡓࡄ㜵ࢆ㣴生ᮇ間中の酸化，ࡁのとࡇ㸬ࡓࡋሸࡽ

వ┒ࡋてフルムࡓࡏ⿕ࢆ㸬౪ヨ体ࡣ， 度 20Υにㄪᩚ

��⾲ࢆ௳㸬౪ヨ体のస〇᮲ࡓࡗ⾜ࢆᐊෆ࡛㣴生ࡓࡋ にࡲ

とࡵて♧す㸬
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(D)ᬑ㏻࣏ルトランࢻセメント(OPC) (E)㧗⅔セメント B ✀(BB)

ᅗ�2 0�&が pH に及ぼす影響

� �
(D)ᬑ㏻࣏ルトランࢻセメント(OPC) (E)㧗⅔セメント B ✀(BB)

ᅗ�� セメントῧຍ㔞が一軸圧縮強ࡉに及ぼす影響

2�2 ᐇ㦂᮲௳ᡭ㡰 

7, 28 日間㣴生ྛࡓࡋ 0�&の OPC・BB ౪ヨ体に対ࡋて

一軸圧縮ヨ㦂ࢆ実施ࡓࡋ㸬ヨ㦂ࡣ JIS A 1216ࠕ土の一軸圧

縮ヨ㦂᪉法ࠖに‽ᣐࡋて⾜ࡓࡗ㸬ࡓࡲ，圧縮ヨ㦂ࡗ⾜ࢆ

pH，ࡋศྲྀࢆヨ料ࡽ౪ヨ体ࡓ の 定ࡓࡗ⾜ࢆ㸬pH の

 定に࢞ࡣラス㟁ᴟ式の pH ィࢆ用い， 定᪉法ࡣ土ᠱ

⃮ᾮの pH ヨ㦂(JGS 0211)に‽ᣐࡓࡋ㸬

��⾲ࡣお，౪ヨ体࡞  に♧ࡓࡋとお0=&�0，ࡾ㹼50%の

᮲௳࡛స〇ࡓࡋが，0�&=50%についてࡣいࢀࡎの固化材

ῧຍ㔞およࡧ㣴生間のሙྜ࡛ࡶ⬺型の㝿に大ࡁくኚ形

ࡗ࡞ࡁとが࡛ࡇ࠺⾜ࢆ一軸圧縮ヨ㦂，ࡎࡁ࡛❧⮬てࡋ

がᚓࡉ一軸圧縮強ࡣ基ᮏ的に，ࡣ࡛❶次，ࡵࡓのࡑ㸬ࡓ

ࡓࢀࡽ 0�&=0, 5, 10, 20%の 4 パターンの࡛ࡳ㆟ㄽする㸬

一㒊，ࡋࡔࡓ 0�&=50%の⤖ᯝࢆ用ࡋて㆟ㄽするሙྜࡶ

てࡗᢅࡾてྲྀࡋロとࢮࢆࡉ一軸圧縮強ࡣࡁのとࡑ，ࡾ࠶

いる㸬

�� ᐇ㦂⤖ᯝ考ᐹ 

��1 0J ሷྵࢆ᭷ࢺ࣓ࣥࢭࡿࡍฎ⌮ᅵࡢ S+ ኚ

OPC, BB ࡛固化処理ࡓࡋ౪ヨ体の pH と 0�&の関ಀࢆ

ᅗ�2 に♧す㸬OPC, BB ୧処理土とࡶ 0�& が大ࡁいとࡁ

 pH がపୗࡋているࡇとがࢃる㸬ࡣࢀࡇ，式(1)，
に，MgCl2࠺よࡓࡋ♧࡛(2) ࡸ MgSO4 との反応によࡗて，

不溶ゎ性の Mg(OH)2 が生ᡂࢀࡉるとྠに㟁㞳ࡋて㧗

pH ࿊するࢆ Ca(OH)2 がኻࡇࡓࢀࢃとに㉳ᅉࡶࡓࡋのと

考ࢀࡽ࠼る㸬

��2 0J ሷྵࢆ᭷ࢺ࣓ࣥࢭࡿࡍฎ⌮ᅵࡢᙉᗘⓎ⌧≉ᛶ 

��2�1 ᅛᮦῧຍ㔞ࡢᙳ㡪

固化材ῧຍ㔞と一軸圧縮強ࡉの関ಀࢆᅗ�� に♧す㸬ࡇ

のᅗࡽ，固化材の✀㢮ࡸ 0�&にࡎࡽࢃ，ῧຍ㔞が

ቑ࠼るにつࢀ強度がቑຍするഴྥが☜ㄆ࡛ࡁる㸬ࡓࡲ，

ࡌྠ 0�& ࡛ẚ㍑すると 7 日㣴生౪ヨ体よࡶࡾ 28 日㣴生

౪ヨ体の᪉が一軸圧縮強ࡣࡉ大ࡁく，材㱋ととࡶにࡑの

強度がቑຍࡋている㸬ࡣࢀࡇ，㛗ᮇ間に及ࡪセメントの

� �� �� �� �� �� ��
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(D) ᬑ㏻࣏ルトランࢻセメント(OPC)，Wc=7days (E) ᬑ㏻࣏ルトランࢻセメント(OPC)，Wc=28days

(F) 㧗⅔セメント B ✀(BB)，Wc=7days (G) 㧗⅔セメント B ✀(BB)，Wc=28days 
ᅗ�4 pH と一軸圧縮強ࡉの関ಀ

水反応 1)によるࡶのと᥎察ࢀࡉる㸬7，ࡓࡲ 日ࡽ 28
日にけての強度ቑຍ㔞にὀ┠すると，OPC のሙྜࡣ，

ῧຍ㔞が 150kg/m3，0�&=10%のとࡣࡁ一軸圧縮強ࡉが

250kN/m2 ቑຍࡋているが，のࢣースࡣいࡶࢀࡎ 100kN/ 
m2 のቑຍにとࡗࡲているࡇとがࢃる㸬᪉，BB の

ሙྜࡣ，一軸圧縮強ࡉのቑຍ㔞が 70㹼380kN/m2 の間࡛ኚ

化ࡋている㸬᪤ の研究報࿌ 10)によると，㛗ᮇ材㱋にお

ける㧗⅔スラグ処理土ࡣ，㧗⅔水砕スラグの₯ᅾ水硬性

による土⢏子固⤖స用が強度発現に影響ࢆ及ぼすࡇとが

明ࡽとࡗ࡞ておࡾ，ᮏ実㦂においてࡶ㣴生間のቑຍ

にకい，固化材に BB ࢆ౪ヨ体の᪉が㧗い強度ࡓ用いࢆ

発ࡓࡋと᥎察ࢀࡉる㸬

��2�2 S+  ᙳ㡪ࡢ

pH と一軸圧縮強ࡉの関ಀࢆᅗ�4 に♧す㸬ࡣ࡛ࡇࡇ，

ඛに㏙ࡓとおࡾ⬺型の㝿にኚ形ࡋて⮬❧ࡎࡏ一軸圧縮

ヨ㦂ࡇ࠺⾜ࢆとが࡛ࡓࡗ࡞ࡁ 0�&=50%の౪ヨ体の一

軸圧縮強ࢆࡉ౽ᐅ的に 0kN/m2 とࡋてࣉロットࡋている㸬

いࢀࡎの実㦂ࢣースのሙྜࡶ pH が㧗いとࡁ一軸圧

縮強ࡣࡉ大ࡁく࡞るഴྥが☜ㄆ࡛ࡁる㸬50%=&�0，ࡓࡲ
の⮬❧࡞ࡋい౪ヨ体，ࡣとࢇのࢣース࡛ pH=11 ௨ୗ

るࢀࡲከ㔞にྵ，ࡣࢀࡇている㸬ࡋ࿊ࢆ Mg ሷによࡗて

Ca(OH)2 のῶᑡ㔞が大ࡁくࡾ࡞，pH が大ᖜにపୗࡓࡓࡋ

C-S-H，ࡵ ➼の水物の生ᡂࡶとࢇᮇᚅ࡛ࡗ࡞ࡁ

ࡽࢃる㸬固化材の✀㢮・ῧຍ㔞にࢀࡉと᥎察ࡵࡓࡓ

地盤中の，ࡎ Mg ሷの物質㔞がῧຍࡓࡋセメントにྵࡲ

るࢀ CaO の物質㔞の⣙༙ศ⛬度とࡾ࡞，pH=11 に達࡞ࡋ

いよ࡞࠺᮲௳࡛強度発現がᮇᚅ࡛࡞ࡁく࡞るࡇとが♧၀

に，OPCࡽࡉ㸬ࡓࢀࡉ にẚて BB ࡌྠࡣ pH の⠊ᅖ࡛

る㸬ࢃࡶとࡇすいࡸࡌにᕪ␗が生ࡉ一軸圧縮強ࡶ

��2�� ⢓ᛶᅵᆅ┙୰ࡢ 0J ᙳ㡪ࡍࡰཬ⌧ᙉᗘⓎࡀ

0�&と一軸圧縮強ࡉの関ಀࢆᅗ��に♧す㸬ࡎࡲ OPC ࡛

ῧຍ㔞，ࡣ 150kg/m3 の 0�&=0%のが᭱ࡶ一軸圧縮強ࡉ

が㧗いࡇとがࢃる㸬一㒊の実㦂ࢣース࡛0，ࡣ�& がቑ

ຍすると強度ቑຍࡋているሙྜࢀࡽࡳࡶるが，体のഴ

ྥとࡋて0ࡣ�&のቑຍにకࡗて強度పୗࡋているࡇとが

る㸬次に，BBࢃ のሙྜࡣ，ῧຍ㔞 150kg/m3 ࡛ 0�&=0
㹼10%の⠊ᅖ࡛ࡣ大࡞ࡁ一軸圧縮強ࡉのቑῶがࢀࡽࡳる㸬

のࡉのቑຍに対する一軸圧縮強&�0ࡣース࡛ࢣののࡑ

ኚ化ࡣ，OPCにẚると小ࡉいࡇとが☜ㄆ࡛ࡁる㸬ࡓࡲ，

ῧຍ㔞 50kg/m3 ࡣ 7 日㣴生のとࡣࡁ大ࡁく強度పୗࡋて

いるが，28 日㣴生౪ヨ体࡛ࡑࡣのഴྥが⦆ࡸとࡗ࡞て

いる㸬ࢀࡑ௨እのῧຍ㔞࡛0，ࡣ�&に対する強度ኚ化の
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� �
(D) ᬑ㏻࣏ルトランࢻセメント(OPC)，Wc=7days (E) ᬑ㏻࣏ルトランࢻセメント(OPC)，Wc=28days

  
(F) 㧗⅔セメント B ✀(BB)，Wc=7days (G) 㧗⅔セメント B ✀(BB)，Wc=28days 

ᅗ�� � 0�&と一軸圧縮強ࡉの関ಀ

ഴྥࡣ㣴生間によࡗてとࢇኚ化ࡋてい࡞いࡇとが

る㸬ࢃ

Mg 系固化材の地盤工学的有ຠ用法についての報࿌

11)によると，Mg 系固化材による改良土の強度ቑຍࡣ，水

反応によࡗて生ࡓࡌMg(OH)2のセメンࢸーシࣙンຠᯝ

によるとࢀࡉている㸬ࡓࡋがࡗて，ᮏ実㦂においてࡶ式

(1), (2)によࡗて Mg(OH)2 がከ㔞に生ᡂࢀࡉると強度పୗ

するが，Ca(OH)2 のῶᑡによる強度పୗよࡶࡾ生ᡂࢀࡉ

に強度ࡁいとࡁーシࣙンຠᯝが大ࢸMg(OH)2のセメンࡓ

ቑຍࡶࡓࡋのと᥎察ࢀࡉる㸬ࡓࡲ，BB 処理土の᪉が OPC
処理土にẚて0�&のቑຍにక࠺強度పୗが小ࡓࡗࡉ㸬

ヲ⣽࡞メ࢝ニࢬムࡣ不明࡛࠶るが，㧗⅔スラグ微⢊ᮎに

よる₯ᅾ水硬性ࡣ土中の Mg ሷによࡗて㜼ᐖࢀࡉにく

海ᡂ，ࡵࡓのࡑる㸬ࢀࡽ࠼て考ࡋがཎᅉと࡞とࡇࡓࡗ

粘土地盤ࢆ対㇟とࡓࡋ地盤改良工࡛ࡣ，BB 用いるとࢆ

強度పୗが生ࡌにくいྍ⬟性が࠶る㸬

4� ⤖ㄽ 

ᮏ研究࡛ࡣ，ᬑ㏻࣏ルトランࢻセメントと㧗⅔セメン

ト B Mg，ࡋ固化材とࢆ✀ ሷྵࢆ有する粘性土ヨ料ࢆẕ

材とするセメント処理土に対ࡋて一軸圧縮ヨ㦂ࢆ実施ࡋ

Mg，ࡾᯝよ⤖ࡓࢀࡽ㸬ᚓࡓ ሷྵࢆ有する海ᡂ粘土のセメ

ントによる改良ຠᯝについて考察ࡓࡋ㸬ᮏ研究よࡾᚓࡽ

る㸬࠶࡛ࡾ௨ୗのとおࡣぢ▱࡞ࡓࢀ

(1) ヨ料土にྵࢀࡲる Mg ሷ⃰度のቑຍにకい，不溶ゎ

性の Mg(OH)2 が生ᡂࢀࡉ，Ca(OH)2 がῶᑡするࡇと

によࡗて，セメント処理土の pH がపୗする㸬

(2) ヨ料土のマグネシウム⃰度にࡎࡽࢃ，固化材ῧ

ຍ㔞がቑ࠼るにつࢀ強度がቑຍするഴྥが࠶る㸬ࡲ

ࡶ材㱋ととࡶの౪ヨ体స〇᮲௳においてࢀࡎい，ࡓ

にࡑの強度ࡣቑຍする㸬

(3) 固化材の✀㢮・ῧຍ㔞にࡎࡽࢃ，地盤中の Mg
ሷのࣔルẚが固化材中の CaO のࣔルẚの⣙༙ศ⛬

度とࡾ࡞，pH が⣙ 11 に達࡞ࡋいよ࡞࠺᮲௳࡛強度

発現がᮇᚅ࡛࡞ࡁく࡞る㸬

(4) ヨ料土にྵࢀࡲる Mg ሷ⃰度のቑຍにకࡗてセメン

ト処理土の一軸圧縮強ࡣࡉῶᑡするഴྥが࠶る㸬ࡋ

㧗⅔セメント，ࡋ B ✀のሙྜ，マグネシウム↓ῧ

ຍのሙྜよࡶࡾ強度ቑຍするࢣースࡶ☜ㄆࡓࢀࡉ㸬
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